
様式2

都市再生整備計画　事後評価シート

嵐山北部地区

平成２５年３月

埼玉県嵐山町



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 870ha

交付期間 36.9%

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり ○

なし

あり ○

なし

あり ○

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

当初計画
から

削除した
事業

道路事業（町道1-8号線、町道1-3号線、町道越畑142号線、町道広野94・295号線、町道2-14号線、町道2-7号線、町道古里7号線、町道越畑158号線、町道吉田300号線）、公園事業（広野2区親水
公園、金皿山里山公園）、地域生活基盤施設事業（防災広場、防災倉庫）

平成20年度～平成24年度 平成24年度事後評価実施時期 1,101百万円

埼玉県 市町村名 嵐山町

平成20年度～平成24年度

－

指標1

従前値 目標値

目標値

嵐山北部地区

交付対象事業費 国費率

地区名

事業名

フォローアップ
予定時期

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

数　　値

今後の対応方針等実施状況

モニタリング なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した
都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

なし
都市再生整備計画に記載し、実施できた
都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した
都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した
都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

なし

交付期間
の変更

給食調理場

新たに追加し
た事業

道路事業（町道古里100・110・114号線、町道1-20号線、町道杉山164号
線）

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

 ５）実施過程の評価

・本地区では計画策定後平成20年6月に嵐山町で初めての自主防災組織である七郷防災会が設立された。平成21年9月には地区に防災倉庫を設置するなど、防災に対する機運が高まっている。
・給食センターは、通常は学校給食を作っている。防災広場においては、平成23年度から消防団の操法大会の練習等により111回使用している。町単独費で、既存の駐車スペースに防災ヘリポートの整備も行った。今後も防災拠点として利用していく。
・今回実施した簡易アンケートにおいても避難場所が充実する効果があると回答した方は、60%となっている。
・里山公園整備を行ったことにより、平成24年度には嵐山町の豊かな自然の象徴である国蝶オオムラサキが多く訪れるようになった。

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標

その他の
数値指標

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

なし

指　標

指標２

里山への参加ボランティア
数

指標３

主要県道へのアクセス時
間

平成25年3月×

11 H19 8 H24

金皿山里山公園と広野2区親水公園を
整備することにより、地域住民のふれ
あう空間整備が行われた。整備終了後
は間伐等は必要ないが、今後下刈や
伐採等のボランティア活動により里山を
維持していく。

町道1-8号整備は1期が整備中であり、
2期も発注する見込である。
本道路整備ができることにより、利便性
が向上し快適なまちづくりに寄与するこ
ととなる。

平成26年5月

66

フォローアップ
予定時期

1年以内の
達成見込み

30.0

給食調理場（給食センター）や役場質機内
の防災倉庫、防災広場整備など防災施設
整備を行った。さらに長年課題となっていた
生活道路事業により、安全・安心に避難す
る避難路も整備されたことにより満足度が
向上した。道路事業が完成すれば、より満
足度は向上する。

平成26年5月

○8

災害時の避難場所や避難
路に対する満足度

％ 9.2 H17

分

H2420.0

延べ人数/
年

0 H19 250 H24

計画策定時後、区域住民から新たに防災上重要な道路とし
て整備してもらいたい又は通学路の安全確保のため歩道整
備の要望があり、追加

従前値 数　　値

―

効果発現要因
（総合所見）

まちづくりの目標達成に向けプラスの影響があるが、目標
も指標も据え置く

実施内容

目標
達成度

○

 １）事業の実施状況

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響



様式２－２　地区の概要

単位：% 9.2 H17 20.0 H24 30.0 H24

単位：分 11 H19 8 H24 8 H24

単位：延べ人数/年 0 H19 250 H24 66 H23里山への参加ボランティア数

大目標：災害に強く、緑豊かで便利かつ快適な農村地域の整備
　目標１：大災害時に迅速に対応できる整備を行い、住民が安心に生活できる居住環境を形成する。
　目標２：通学路や幹線道路の整備を行い、子ども達が安全に通学できるなど、利便性が高い環境整備を図る。
　目標３：地域住民と共にコミュニティ公園や里山公園を整備し、貴重な緑を保全する。

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

◎安全・安心のため、防災活動や防犯活動を引き続き支援するとともに、里地里山公園については、地元管理のもと、ボランティアによる維持・活用を図っていく。
○本地区には、国史跡に指定された杉山城跡がある。杉山城跡は、山城の教科書と高い評価を得ており、歴史的史跡を後世に残す必要がある。
○関越自動車道路嵐山小川インターチェンジのランプ内及び周辺地は、町の土地利用においても物流・工業系として位置づけており、企業誘致を推進していく必要がある。
○本地区の道路整備において、交通量が増加する箇所については、歩道整備等交通安全対策を行っていく。

まちの課題の変化

・給食調理場（給食センター）を整備することにより、炊き出し施設が整備された。役場庁舎敷地内の災害活動拠点や集積地とする箇所について防災広場や防災倉庫を整備した。
・総合振興計画に位置づけられている幹線道路や七郷小学校付近の通学路の歩道整備を行っている。また、地域の生活道路を整備することにより、防災上の避難路や安全確保が図られることとなった。
・広野2区地内において、親水公園及び里山公園を整備し、ふれあう場所の確保ができた。また、地元管理のもと里山公園を維持していくこととなった。
・安全・安心対策が進んでいるが、更なる人の交流を図るきっかけが進んでいる。本地区には、地域資源が点在しているが、活用し、活性化させる方策が必要である。
・町の土地利用として、工業地として指定しているが、企業進出していないエリアがある。
・道路整備により、利便性の向上が図られたが、交通量の増加により、歩行者等の安全対策を図っていく必要がある箇所が出てきた。

嵐山北部地区（埼玉県嵐山町）　都市再生整備計画事業の成果概要

従前値まちづくりの目標 目標を定量化する指標

主要県道へのアクセス時間

災害時の避難場所や避難路に対する
満足度

目標値 評価値

■基幹事業 
 道路 町道古里７号線 

■基幹事業 
 道路 町道２－７線 

■基幹事業 
 道路 町道越畑１４２号線 

■基幹事業 
 道路 町道１－８号線 
  （平成24年度整備中） 

□提案事業 
 地域創造支援事業 

 給食調理場建設事業 

■基幹事業 
 道路 町道吉田300号線 

■基幹事業 
 道路 町道広野９４・２９５号線 

■基幹事業 
 道路 町道杉山164号線 
  （平成24年度整備中） 

■基幹事業 
 道路 町道古里100・110・114号線 
   （平成24年度整備中） 

■基幹事業 
 道路 町道１-20号線 
  （平成24年度整備中） 

■基幹事業 
 道路 町道越畑１５８号線 

■基幹事業 
 道路 町道１－３号線 
  （平成24年度整備中） 

■基幹事業 
 公園 広野2区親水公園 

■基幹事業 
 公園 金皿山里山公園 

■基幹事業 
 地域生活基盤整備 

  防災拠点整備工事[備蓄倉庫、避難空間の整

■基幹事業 
 道路 町道２－１４号線 
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